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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

　媒質中に存在する被測定対象物に対して超音波を送信する送信センサと、

　貫通孔を有する支持体、並びに前記貫通孔及び前記支持体の表面を覆う金属膜体を有す

る受信センサとを備え、

　前記被測定対象物によって反射された前記超音波の反射波による前記金属膜体の振動を

解析して前記被測定対象物の可視化を行う超音波検査装置であって、

　前記支持体と前記金属膜体との間に、耐熱性を有し超音波を反射する伝搬防止板を設け

た

ことを特徴とする超音波検査装置。

【請求項２】

　前記伝搬防止板が、前記支持体及び前記金属膜体と異なる音響インピーダンスを有する

材質からなる

ことを特徴とする請求項１記載の超音波検査装置。

【請求項３】

　前記伝搬防止板が、フッ素ゴムからなる

ことを特徴とする請求項２記載の超音波検査装置。

【発明の詳細な説明】

【技術分野】

【０００１】
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　 本 発 明 は 、 超 音 波 検 査 装 置 に 関 し 、 よ り 詳 し く は 、 媒 質 中 に 存 在 す る 被 測 定 対 象 物 の 可

視 化 を 行 う 超 音 波 検 査 装 置 に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 従 来 、 超 音 波 を 出 射 す る 超 音 波 送 信 手 段 と 、 レ ー ザ 光 を 照 射 及 び 入 射 す る 光 フ ァ イ バ と

を 備 え 、 前 記 超 音 波 送 信 手 段 か ら 出 射 さ れ た 超 音 波 の 被 測 定 対 象 物 に よ る 反 射 波 （ 受 信 信

号 ） を 前 記 光 フ ァ イ バ を 介 し て 受 信 し 、 受 信 信 号 を 解 析 す る こ と に よ り 被 測 定 対 象 物 の 画

像 化 を 行 う 超 音 波 検 査 装 置 が 公 知 と な っ て い る （ 例 え ば 、 下 記 特 許 文 献 １ ， ２ 参 照 ） 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ３ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 許 第 ３ ０ ２ １ １ ７ ６ 号 公 報

【 特 許 文 献 ２ 】 特 許 第 ４ ８ ９ ８ ２ ４ ７ 号 公 報

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 し か し な が ら 、 上 述 し た 従 来 の 技 術 に あ っ て は 、 例 え ば 図 ６ に 示 す よ う に 被 測 定 対 象 物

か ら の 反 射 波 ６ ２ の 一 部 ６ ５ ， ６ ６ が 、 セ ン サ 本 体 ０ １ の 内 部 及 び 受 信 面 ０ ２ を 伝 播 し て

受 信 点 Ｐ に 到 達 す る こ と に よ っ て 本 来 の 受 信 信 号 （ 実 信 号 ） の ノ イ ズ と な り 、 被 測 定 対 象

物 を 画 像 化 す る 際 に 画 像 の 劣 化 要 因 と な る と い う 問 題 が あ っ た 。 ま た 、 一 つ の 送 信 セ ン サ

に 対 し 複 数 の 受 信 セ ン サ を 設 け て 開 口 合 成 処 理 に よ り 画 像 化 を 行 う 場 合 、 受 信 感 度 を 向 上

さ せ る た め に は 多 数 の 受 信 セ ン サ を 設 け る 必 要 が あ り 、 受 信 セ ン サ の 高 密 度 配 置 を 要 し て

装 置 の コ ス ト 増 加 に つ な が る と い う 問 題 も あ っ た 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 こ の よ う な こ と か ら 本 発 明 は 、 受 信 信 号 に 重 畳 さ れ る ノ イ ズ を 低 減 し 、 画 像 化 に お け る

視 認 性 を 向 上 さ せ る こ と を 可 能 と し た 超 音 波 検 査 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 上 記 の 課 題 を 解 決 す る た め の 第 １ の 発 明 に 係 る 超 音 波 検 査 装 置 は 、

　 媒 質 中 に 存 在 す る 被 測 定 対 象 物 に 対 し て 超 音 波 を 送 信 す る 送 信 セ ン サ と 、

　 貫 通 孔 を 有 す る 支 持 体 、 並 び に 前 記 貫 通 孔 及 び 前 記 支 持 体 の 表 面 を 覆 う 金 属 膜 体 を 有 す

る 受 信 セ ン サ と を 備 え 、

　 前 記 被 測 定 対 象 物 に よ っ て 反 射 さ れ た 前 記 超 音 波 の 反 射 波 に よ る 前 記 金 属 膜 体 の 振 動 を

解 析 し て 前 記 被 測 定 対 象 物 の 可 視 化 を 行 う 超 音 波 検 査 装 置 で あ っ て 、

　 前 記 支 持 体 と 前 記 金 属 膜 体 と の 間 に 、 耐 熱 性 を 有 し 超 音 波 を 反 射 す る 伝 搬 防 止 板 を 設 け

た こ と を 特 徴 と す る 。

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 ま た 、 第 ２ の 発 明 に 係 る 超 音 波 検 査 装 置 は 、 第 １ の 発 明 に 係 る 超 音 波 検 査 装 置 に お い て

、

　 前 記 伝 搬 防 止 板 が 、 前 記 支 持 体 及 び 前 記 金 属 膜 体 と 異 な る 音 響 イ ン ピ ー ダ ン ス を 有 す る

材 質 か ら な る こ と を 特 徴 と す る 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 ま た 、 第 ３ の 発 明 に 係 る 超 音 波 検 査 装 置 は 、 第 ２ の 発 明 に 係 る 超 音 波 検 査 装 置 に お い て

、

　 前 記 伝 搬 防 止 板 が 、 フ ッ 素 ゴ ム か ら な る こ と を 特 徴 と す る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 上 述 し た 本 発 明 に 係 る 超 音 波 検 査 装 置 に よ れ ば 、 受 信 信 号 に 重 畳 さ れ る ノ イ ズ を 低 減 し

、 相 対 的 に 受 信 信 号 の 信 号 強 度 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 被 測 定 対 象 物 ま

で の 距 離 を 高 精 度 に 測 定 す る こ と が で き 、 画 像 処 理 に よ り 被 測 定 対 象 物 を 可 視 化 し た 際 の
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視 認 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。 ま た 、 一 つ の 送 信 セ ン サ に 対 し 複 数 の 受 信 セ ン サ を 備

え て 開 口 合 成 処 理 に よ り 被 測 定 対 象 物 の 可 視 化 を 行 う 場 合 、 有 効 受 信 点 数 を 低 減 し て も 従

来 の 超 音 波 検 査 装 置 と 同 等 の 視 認 性 を 確 保 す る こ と が で き る た め 、 受 信 セ ン サ 数 の 低 減 に

よ る 製 作 コ ス ト の 削 減 が 可 能 と な る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ １ ０ 】

【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る 超 音 波 検 査 装 置 の 概 略 構 成 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る 超 音 波 検 査 装 置 の セ ン サ 部 を 示 す 断 面 図 で あ る 。

【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る 超 音 波 検 査 装 置 の 受 信 セ ン サ の 構 造 を 示 す 説 明 図 で あ る 。

【 図 ４ 】 図 ２ の 要 部 拡 大 図 で あ る 。

【 図 ５ 】 同 一 の 条 件 下 で 取 得 し た 受 信 超 音 波 波 形 の 一 例 を 示 す グ ラ フ で あ り 、 図 ５ （ ａ ）

は 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る 超 音 波 検 査 装 置 に よ る 受 信 超 音 波 波 形 、 図 ５ （ ｂ ） は 従 来 の 超 音

波 検 査 装 置 に よ る 受 信 超 音 波 波 形 を 示 す 。

【 図 ６ 】 従 来 の セ ン サ 本 体 の 内 部 及 び 受 信 面 を 伝 播 す る 反 射 波 の 例 を 示 す 説 明 図 で あ る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ １ １ 】

　 以 下 、 図 面 を 参 照 し つ つ 本 発 明 に 係 る 超 音 波 検 査 装 置 の 詳 細 を 説 明 す る 。

【 実 施 例 】

【 ０ ０ １ ２ 】

　 図 １ か ら 図 ４ を 用 い て 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る 超 音 波 検 査 装 置 に つ い て 説 明 す る 。

　 図 １ に 示 す よ う に 、 本 実 施 例 に 係 る 超 音 波 検 査 装 置 は 、 送 信 セ ン サ １ １ 及 び 受 信 セ ン サ

１ ２ を 有 す る セ ン サ 部 １ ０ と 、 光 信 号 を 電 気 信 号 に 変 換 す る 光 学 処 理 部 ２ ０ と 、 光 学 処 理

部 ２ ０ か ら 入 力 さ れ る 電 気 信 号 に 基 づ き 開 口 合 成 処 理 （ 画 像 処 理 ） を 行 っ て 被 測 定 対 象 物

５ ０ （ 図 ２ 参 照 ） を 画 像 化 す る 可 視 化 部 （ 例 え ば 、 モ ニ タ 等 ） ３ ０ と を 備 え て い る 。

　 な お 、 光 学 処 理 部 ２ ０ 、 可 視 化 部 ３ ０ の 構 成 は 既 知 の も の と 同 様 で あ り 、 こ こ で の 詳 細

な 説 明 は 省 略 す る 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 図 １ 及 び 図 ２ に 示 す よ う に 、 本 実 施 例 に お い て 送 信 セ ン サ １ １ は 、 筒 状 の 筐 体 １ ３ の 内

部 に 複 数 （ 例 え ば 、 ９ 個 ） 設 け ら れ 、 後 述 す る バ ッ ク ア ッ プ プ レ ー ト １ ４ に 形 成 さ れ た 送

信 セ ン サ 用 貫 通 孔 に 、 相 互 に 一 定 間 隔 で 離 間 す る よ う に 二 次 元 的 か つ 間 欠 的 に 配 設 さ れ 固

定 さ れ て い る 。 こ の 送 信 セ ン サ １ １ は 例 え ば 圧 電 素 子 か ら な り 、 被 測 定 対 象 物 ５ ０ に 対 し

て 超 音 波 を 出 射 す る 。

　 な お 、 図 ２ 中 の 符 号 ４ ０ は 媒 質 （ 例 え ば 、 液 体 ナ ト リ ウ ム 等 ） で あ る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 ま た 、 受 信 セ ン サ １ ２ は 多 数 （ 例 え ば 、 約 ２ ５ ０ ０ 個 ） の 貫 通 孔 （ 以 下 、 受 信 セ ン サ 用

貫 通 孔 と い う ） １ ４ ｃ を 有 し て 前 記 筺 体 １ ３ の 開 口 部 を 覆 う バ ッ ク ア ッ プ プ レ ー ト １ ４ と

、 当 該 バ ッ ク ア ッ プ プ レ ー ト １ ４ の 表 面 及 び 貫 通 孔 １ ４ ｃ を 覆 う ダ イ ヤ フ ラ ム （ 金 属 膜 体

） １ ６ と を 備 え て い る 。 バ ッ ク ア ッ プ プ レ ー ト １ ４ は 、 無 垢 の 金 属 材 （ 例 え ば 、 ニ ッ ケ ル

。 以 下 、 無 垢 材 と い う ） か ら な り 、 受 信 セ ン サ 用 貫 通 孔 １ ４ ｃ は 各 送 信 セ ン サ １ １ の 周 囲

に 相 互 に 一 定 間 隔 で 離 間 す る よ う に 二 次 元 的 に そ れ ぞ れ 複 数 配 列 さ れ て い る 。 ま た 、 ダ イ

ヤ フ ラ ム １ ６ は 例 え ば ニ ッ ケ ル を 材 料 と す る 金 属 箔 に よ り 形 成 さ れ て お り 、 図 ３ に 破 線 で

示 す よ う に 、 ダ イ ヤ フ ラ ム １ ６ の 受 信 セ ン サ 用 貫 通 孔 １ ４ ｃ を 覆 う 部 分 が 、 送 信 セ ン サ １

１ か ら 出 射 さ れ た 超 音 波 ６ １ の 、 被 測 定 対 象 物 ５ ０ に よ っ て 反 射 さ れ た 反 射 波 ６ ２ に よ り

振 動 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 な お 、 当 該 ダ イ ヤ フ ラ ム １ ６ の 送 信 セ ン サ １ １ に 対 向 す

る 部 分 は 開 口 し て お り 、 こ れ に よ り 、 送 信 セ ン サ １ １ の 送 信 面 は 露 出 し た 状 態 と な っ て い

る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 ま た 、 図 ３ 及 び 図 ４ に 示 す よ う に 、 バ ッ ク ア ッ プ プ レ ー ト １ ４ の 受 信 セ ン サ 用 貫 通 孔 １

４ ｃ に は 、 そ れ ぞ れ 光 フ ァ イ バ １ ５ が ダ イ ヤ フ ラ ム １ ６ と は 非 接 触 に 固 定 さ れ て お り 、 光

フ ァ イ バ １ ５ の 先 端 が ダ イ ヤ フ ラ ム １ ６ に よ っ て 非 接 触 に 覆 わ れ た 状 態 と な っ て い る 。 よ

10

20

30

40

50



(4) JP  6571958  B2  2019.9.4

り 具 体 的 に は 、 図 ４ に 示 す よ う に 光 フ ァ イ バ １ ５ は そ の 先 端 が バ ッ ク ア ッ プ プ レ ー ト １ ４

の ダ イ ヤ フ ラ ム １ ６ 側 の 面 よ り 内 側 （ ダ イ ヤ フ ラ ム １ ６ と は 反 対 側 ） に 位 置 付 け ら れ る よ

う に フ ェ ル ー ル １ ７ を 介 し て バ ッ ク ア ッ プ プ レ ー ト １ ４ に 固 定 さ れ て い る 。 そ し て 、 図 ３

に 示 す よ う に 光 フ ァ イ バ １ ５ を 介 し て ダ イ ヤ フ ラ ム １ ６ に 対 し レ ー ザ 光 （ 以 下 、 検 査 用 レ

ー ザ 光 と い う ） ６ ３ が 照 射 さ れ 、 ま た 、 検 査 用 レ ー ザ 光 ６ ３ の ダ イ ヤ フ ラ ム １ ６ に よ っ て

反 射 さ れ た 反 射 レ ー ザ 光 ６ ４ が 光 フ ァ イ バ １ ５ に 入 射 さ れ る よ う に な っ て い る 。 す な わ ち

、 本 実 施 例 で は 、 ダ イ ヤ フ ラ ム １ ６ の 振 動 を 反 射 レ ー ザ 光 ６ ４ の 検 査 用 レ ー ザ 光 ６ ３ に 対

す る 変 調 と し て 捉 え 、 こ れ を 受 信 信 号 （ パ ル ス ） と し て 受 信 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 さ ら に 、 本 実 施 例 に 係 る 超 音 波 検 査 装 置 で は 、 バ ッ ク ア ッ プ プ レ ー ト １ ４ と ダ イ ヤ フ ラ

ム １ ６ と の 間 に 、 伝 搬 防 止 板 １ ８ が 設 け ら れ て い る 。 伝 搬 防 止 板 １ ８ は 、 耐 熱 性 を 有 し か

つ 超 音 波 を 反 射 す る 材 質 、 よ り 具 体 的 に は 、 ダ イ ヤ フ ラ ム １ ６ と は 異 な る 音 響 イ ン ピ ー ダ

ン ス で あ っ て 、 ダ イ ヤ フ ラ ム １ ６ を 伝 搬 し た 超 音 波 の 大 部 分 を ダ イ ヤ フ ラ ム １ ６ と 当 該 伝

搬 防 止 板 １ ８ と の 境 界 面 で 反 射 さ せ る こ と が で き る 大 き さ の 音 響 イ ン ピ ー ダ ン ス を 有 す る

材 質 （ 例 え ば 、 フ ッ 素 ゴ ム ） か ら な る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 な お 、 図 ３ 及 び 図 ４ で は 、 光 フ ァ イ バ １ ５ と ダ イ ヤ フ ラ ム １ ６ と の 関 係 を 分 か り 易 く す

る た め 、 光 フ ァ イ バ １ ５ と ダ イ ヤ フ ラ ム １ ６ と の 間 の 距 離 を 誇 張 し て 示 し て い る 。 ま た 、

図 ３ 及 び 図 ４ に 示 す 伝 搬 防 止 板 １ ８ の 厚 さ は 一 例 で あ っ て 、 必 要 に 応 じ て 適 宜 変 更 可 能 で

あ る こ と は 言 う ま で も な い 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 以 下 、 図 ３ 及 び 図 ４ を 用 い て 本 実 施 例 に 係 る 超 音 波 検 査 装 置 に よ る 作 用 効 果 を 説 明 す る

。

　 図 ３ に 示 す よ う に 、 送 信 セ ン サ １ １ （ 図 １ ， ２ 参 照 ） か ら 出 射 さ れ た 超 音 波 ６ １ は 、 被

測 定 対 象 物 ５ ０ に よ っ て 反 射 さ れ 、 反 射 波 ６ ２ と し て セ ン サ 部 １ ０ （ 図 １ ， ２ 参 照 ） に 戻

っ て く る 。 一 方 、 光 フ ァ イ バ １ ５ か ら 照 射 さ れ た 検 査 用 レ ー ザ 光 ６ ３ は 、 光 フ ァ イ バ １ ５

の 先 端 が ダ イ ヤ フ ラ ム １ ６ に よ っ て 覆 わ れ て い る た め 、 上 述 し た よ う に ダ イ ヤ フ ラ ム １ ６

に よ っ て 反 射 さ れ 、 反 射 レ ー ザ 光 （ 受 信 信 号 ） ６ ４ と し て 光 フ ァ イ バ １ ５ に 入 射 す る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 こ こ で 、 送 信 セ ン サ １ １ か ら 出 射 さ れ 被 測 定 対 象 物 ５ ０ に よ っ て 反 射 さ れ た 反 射 波 ６ ２

が ダ イ ヤ フ ラ ム １ ６ に 到 達 す る と 、 ダ イ ヤ フ ラ ム １ ６ は 図 ３ に 破 線 で 示 す よ う に 振 動 し 、

こ れ に よ り ダ イ ヤ フ ラ ム １ ６ に よ っ て 反 射 さ れ た 反 射 レ ー ザ 光 ６ ４ が 検 査 用 レ ー ザ 光 ６ ３

に 比 較 し て 変 調 さ れ る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 本 実 施 例 で は 、 こ の 各 受 信 セ ン サ １ ２ に よ っ て 得 ら れ た 検 査 用 レ ー ザ 光 ６ ３ と 反 射 レ ー

ザ 光 ６ ４ と の 間 の 光 の 変 調 を 光 学 処 理 部 ２ ０ に お い て 電 気 信 号 に 変 換 し 、 可 視 化 部 ３ ０ に

よ っ て 開 口 合 成 処 理 す る こ と に よ り 、 被 測 定 対 象 物 ５ ０ の 形 状 を 画 像 化 す る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 そ し て こ の と き 、 本 実 施 例 に 係 る 超 音 波 検 査 装 置 で は 、 バ ッ ク ア ッ プ プ レ ー ト １ ４ と ダ

イ ヤ フ ラ ム １ ６ と の 間 に 超 音 波 を 反 射 す る 伝 搬 防 止 板 １ ８ を 設 け た こ と に よ り 、 被 測 定 対

象 物 ５ ０ に よ っ て 反 射 さ れ ダ イ ヤ フ ラ ム １ ６ を 伝 搬 し た 反 射 波 ６ ２ は 、 音 響 イ ン ピ ー ダ ン

ス の 違 い に よ り 伝 搬 防 止 板 １ ８ に よ っ て 大 部 分 が 反 射 さ れ る （ 図 ４ の 矢 印 参 照 ） 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 図 ５ に 、 本 実 施 例 に 係 る 超 音 波 検 査 装 置 に よ る 受 信 超 音 波 波 形 と 従 来 の 超 音 波 検 査 装 置

に よ る 受 信 超 音 波 波 形 と を 比 較 し た 結 果 を 示 す 。 図 ５ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 本 実 施 例 に 係

る 超 音 波 検 査 装 置 に よ れ ば 、 バ ッ ク ア ッ プ プ レ ー ト １ ４ と ダ イ ヤ フ ラ ム １ ６ と の 間 に 伝 搬

防 止 板 １ ８ を 設 け た こ と に よ り 、 反 射 波 ６ ２ は 、 伝 搬 防 止 板 １ ８ に よ っ て 反 射 さ れ 、 従 来

の よ う に 反 射 波 ６ ２ の 一 部 が バ ッ ク ア ッ プ プ レ ー ト １ ４ の 内 部 を 伝 搬 し て 受 信 点 に 到 達 す

る こ と に よ り ノ イ ズ を 発 生 す る こ と が 抑 制 さ れ る た め 、 受 信 信 号 に ノ イ ズ が 重 畳 す る こ と

が な く 、 概 ね 超 音 波 受 信 面 で の 受 信 信 号 の み を 計 測 す る こ と が で き た 。 一 方 、 図 ５ （ ｂ ）
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に 示 す よ う に 、 従 来 の 構 造 で は 、 超 音 波 受 信 面 で の 受 信 信 号 以 外 に 、 バ ッ ク ア ッ プ プ レ ー

ト １ ４ 等 の 構 造 内 を 経 由 し た 波 が ノ イ ズ と し て 含 ま れ て い る こ と が 分 か る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 こ の よ う に 、 本 実 施 例 に 係 る 超 音 波 検 査 装 置 に よ れ ば 、 被 測 定 対 象 物 ５ ０ に よ っ て 反 射

さ れ た 反 射 波 ６ ２ を 伝 搬 防 止 板 １ ８ に よ っ て 反 射 さ せ て 反 射 波 ６ ２ が バ ッ ク ア ッ プ プ レ ー

ト １ ４ の 内 部 に 入 射 し 、 バ ッ ク ア ッ プ プ レ ー ト １ ４ 内 部 で さ ら に 反 射 さ れ て ダ イ ヤ フ ラ ム

１ ６ に 到 達 す る こ と に よ り 受 信 信 号 （ パ ル ス ） に ノ イ ズ が 重 畳 す る と い う こ と が な く な り

、 相 対 的 に 受 信 信 号 の 信 号 強 度 を 向 上 さ せ る こ と が 可 能 と な っ て 、 可 視 化 さ れ た 画 像 の 視

認 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。 ま た 、 有 効 受 信 点 数 を 低 減 し て も 可 視 化 さ れ た 画 像 に つ

い て 従 来 の 超 音 波 検 査 装 置 と 同 等 の 視 認 性 を 確 保 す る こ と が で き る た め 、 受 信 セ ン サ 数 の

低 減 に よ る 製 作 コ ス ト の 削 減 が 可 能 と な る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 な お 、 上 述 し た 実 施 例 に お い て は 、 セ ン サ 部 １ ０ の 構 成 と し て 、 送 信 セ ン サ １ １ と 受 信

セ ン サ １ ２ と を 一 体 的 に 備 え た 例 を 示 し た が 、 送 信 セ ン サ １ １ と 受 信 セ ン サ １ ２ と は 一 体

的 に 設 け ら れ る 必 要 は な く 、 超 音 波 を 出 射 す る 送 信 セ ン サ と 、 被 測 定 対 象 物 に よ り 反 射 さ

れ た 反 射 波 を 受 信 す る 受 信 セ ン サ と を 備 え る 装 置 で あ れ ば 適 用 す る こ と が 可 能 で あ り 、 本

発 明 の 趣 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 で 種 々 の 変 更 が 可 能 で あ る こ と は 言 う ま で も な い 。 こ れ は 以

下 に 示 す 実 施 例 に お い て も 同 様 で あ る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 ま た 、 上 述 し た 実 施 例 に お い て は 、 複 数 の 送 信 セ ン サ １ １ を 二 次 元 的 に 配 置 す る と と も

に 、 こ の 送 信 セ ン サ １ １ の 周 囲 に 受 信 セ ン サ 用 貫 通 孔 １ ４ ｃ を 二 次 元 的 に 配 置 す る 例 を 示

し た が 、 送 信 セ ン サ １ １ は 一 つ で あ っ て も よ く 、 ま た 、 送 信 セ ン サ １ １ 及 び 受 信 セ ン サ 用

貫 通 孔 １ ４ ｃ の 配 置 は 一 次 元 的 で あ っ て も よ く 、 必 要 に 応 じ て 配 置 す れ ば よ い 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 ま た 、 上 述 し た 実 施 例 に お い て は 、 ダ イ ヤ フ ラ ム １ ６ の 振 動 を 検 知 す る 手 段 と し て 光 フ

ァ イ バ １ ５ を 介 し て 伝 送 さ れ る レ ー ザ 光 を 利 用 す る 例 を 示 し た が 、 ダ イ ヤ フ ラ ム １ ６ の 振

動 を 検 知 す る 手 段 と し て は 、 例 え ば 振 動 子 等 、 他 の 手 段 を 用 い る こ と が で き る 。

　 ま た 、 上 述 し た 実 施 例 に お い て は 、 伝 搬 防 止 板 １ ８ の 材 質 と し て フ ッ 素 ゴ ム を 挙 げ た が

、 耐 熱 性 を 有 し 、 バ ッ ク ア ッ プ プ レ ー ト １ ４ 及 び ダ イ ヤ フ ラ ム １ ６ と の 境 界 で 超 音 波 を 反

射 で き る 大 き さ の 音 響 イ ン ピ ー ダ ン ス を 有 す る 材 質 で あ れ ば 、 他 の 材 質 を 用 い て も 構 わ な

い 。

【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 本 発 明 は 、 媒 質 中 に 存 在 す る 被 測 定 対 象 物 を 当 該 被 測 定 対 象 物 か ら 離 間 し た 位 置 か ら 測

距 、 可 視 化 す る 超 音 波 検 査 装 置 に 適 用 し て 好 適 な も の で あ る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 ０ １ 　 セ ン サ 本 体

　 ０ ２ 　 受 信 面

　 １ ０ 　 セ ン サ 部

　 １ １ 　 送 信 セ ン サ

　 １ ２ 　 受 信 セ ン サ

　 １ ３ 　 筺 体

　 １ ４ 　 バ ッ ク ア ッ プ プ レ ー ト

　 １ ５ 　 光 フ ァ イ バ

　 １ ６ 　 ダ イ ヤ フ ラ ム

　 １ ７ 　 フ ェ ル ー ル

　 １ ８ 　 伝 搬 防 止 板

　 ２ ０ 　 光 学 処 理 部

　 ３ ０ 　 可 視 化 部
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　 ４ ０ 　 媒 質

　 ５ ０ 　 被 測 定 対 象 物

　 ６ １ 　 超 音 波

　 ６ ２ 　 反 射 波

　 ６ ３ 　 検 査 用 レ ー ザ 光

　 ６ ４ 　 反 射 レ ー ザ 光

　 ６ ５ 　 一 部 の 反 射 波

　 ６ ６ 　 一 部 の 反 射 波

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】 【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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